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コメント 

 本研究は、フォトニック結晶と近接場輻射との相乗効果を利用するこ

とで、近赤外領域にある熱輻射スペクトルの狭帯域化と熱発電への応用

を目標とする挑戦的で独創的なものである。 
 これまでの研究成果に立脚したもので、熱輻射スペクトルの狭帯域化

はすでに実証されている。本研究では黒体輻射理論を上回る輻射率獲得

の可能性を実証し、適切な受光器と組み合わることで熱発電に発展させ

るものである。 
 応募者にはフォトニック結晶に関する国際的に認められた多くの実績

があり、本研究はその業績に立脚した計画である。 
将来性とインパクトが期待され、基盤研究（Ｓ）として推進すべき課

題であると判断した。 
 

 


